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4.2　社会移行のための個別相談会 − DEAR セッション
障害のある学生を対象に，月に 1 回程度「社会移行のための個別相談会（DEAR3）セッション）」
を実施している。この取り組みに賛同する企業の人事担当者や学外の支援機関の支援者等に相談担
当者として大学に出向いてもらい，平日13時00分〜 16時15分の時間帯で 1 回につき45分× 4 セッ














































連携し，ACE が企画する障害のある大学生を対象とした「ACE インターンシップ & キャリアセ
ミナー」などの機会を活用して，学生に「体験」を通した学びや自己理解を促している。京都大学
では，2017年度〜 2019年度の間，文部科学省の採択をうけて「高等教育アクセシビリティプラッ
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